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六連島

彦島
本
誌
編
集
部

架
橋
離
島
と
小
規
模
離
島
のい
ま
③

山
口
県
下
関
市
の
島
（々
六
連
島
篇
）

調
報
査
告

本
州
最
西
端
の
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
る

山
口
県
下
関
市
に
は
、
離
島
振
興
法
指
定
離

島
で
あ
る
六む

連つ
れ

島じ
ま

（
七
二
人
、
令
和
二
年
国
勢
調

査
）
と
蓋ふ

た

井お
い

島じ
ま

（
八
四
人
）、
対
本
土
架
橋
に
よ

っ
て
法
指
定
を
解
除
さ
れ
た
角つ

の

島し
ま（

六
五
〇
人
）

の
有
人
三
島
が
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
島
々

の
現
況
に
つ
い
て
、
数
回
に
わ
た
り
紹
介
す

る
。市

の
南
西
部
に
位
置
す
る
六
連
島
へ
は
、

市
内
の
中
心
的
な
駅
で
あ
る
下
関
駅
か
ら
徒

歩
五
分
の
竹
崎
港
よ
り
、
市
営
船
で
一
日
四

便
片
道
二
〇
分
か
け
て
渡
航
す
る
。
観
光
客

数
は
年
間
五
〇
〇
〇
人
ほ
ど
だ
が
、
令
和
五

年
六
月
四
日
は
「
六
連
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
日
で
あ
り
、
一
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加

者
が
島
に
訪
れ
た
。
今
号
で
は
、
六
連
島
の

産
業
と
当
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
報
告
し
た
い
。

�

冬
キ
ャ
ベ
ツ
か
ら
花
卉
栽
培
へ
転
換

関
門
海
峡
の
北
西
、
下
関
港
か
ら
西
に
約

六
キ
ロ
の
響
灘
に
位
置
す
る
六
連
島
は
、
海

運
や
海
防
の
要
所
で
あ
り
、
タ
ン
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
「
六
連
油
槽
所
」
を
擁
し
、
平
成
二
二

年
ま
で
は
海
上
自
衛
隊
六
連
警
備
所
が
置
か

れ
て
い
た
。
海
抜
約
八
〇
～
九
〇
メ
ー
ト
ル

に
台
地
が
拡
が
り
、
そ
こ

を
中
心
に
お
よ
そ
二
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
畑
地
と
な
っ

て
い
る
。
漁
業
も
営
ま
れ

て
い
る
が
、
主
産
業
は
農

業
で
あ
る
。

人
口
集
中
の
著
し
い
大

都
市
部
に
野
菜
を
安
定
的

に
生
産
供
給
す
る
た
め
、

昭
和
四
一
年
に
制
定
さ
れ

た
「
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
」
で
彦ひ

こ

島し
ま

農
協

（
当
時
）
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
国
指
定
産
地
と
な
り
、

そ
の
管
内
で
あ
る
六
連
島
も
キ
ャ
ベ
ツ
を
共

同
出
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
指
定

産
地
と
な
っ
た
こ
と
で
、
た
と
え
市
場
価
格

が
下
落
し
て
も
補
給
金
に
よ
り
安
定
し
た
収

入
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
島
内
で
主
に
栽

培
さ
れ
た
の
は
冬
期
に
収
穫
さ
れ
る
冬
キ
ャ
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ベ
ツ
。
主
要
品
種
は
「
大お

お

御ご

所し
ょ

」
で
、
同
五

〇
年
代
に
は
「
六
連
キ
ャ
ベ
ツ
」
と
し
て
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

六
連
島
園
芸
組
合
で
役
員
を
し
て
い
た
目

黒
一
彦
さ
ん
（
八
一
歳
）
に
よ
る
と
、最
盛
期

に
は
一
二
月
か
ら
四
月
ま
で
の
五
カ
月
間
で

一
二
〇
〇
ト
ン
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
出
荷
さ
れ
て

い
た
。
一
〇
キ
ロ
七
、
八
〇
〇
〇
円
で
取
引

さ
れ
て
お
り
、「
青
い
ダ
イ
ヤ
」
と
も
呼
ば
れ

た
と
い
う
。
六
連
キ
ャ
ベ
ツ
は
南
氷
洋
に
向

か
う
捕
鯨
船
団
に
積
み
込
ま
れ
、
観
光
業
者

の
手
で
グ
ア
ム
島
に
輸
出
さ
れ
る
な
ど
、
国

外
に
も
出
荷
さ
れ
た
。「
遠
洋
ま
で
輸
送
す
る

時
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
“
し
り
”
に
石
灰
を
塗

り
、
炭
俵
で
包
ん
で
納
品
す
る
こ
と
で
日
持

ち
さ
せ
て
い
た
」
と
目
黒
さ
ん
は
語
る
。

昭
和
五
〇
年
代
に
は
、
冬
キ
ャ
ベ
ツ
の
生

産
と
と
も
に
花
卉
栽
培
も
始
ま
る
。
最
初
は

キ
ク
や
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
が
栽
培
さ
れ
た
。
同

六
〇
年
頃
に
は
キ
ク
（
電
照
菊
）、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
ハ
ウ
ス
で
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
六
連
島
の
農
業
は
冬
キ
ャ
ベ
ツ
か
ら
花

卉
栽
培
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
比
べ
て
、
花
卉

が
安
定
し
て
高
い
単
価
で
取
り
引
き
さ
れ
た

こ
と
や
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
段
ボ
ー
ル
梱
包
や
輸

送
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由

に
挙
げ
ら
れ
る
。

冬
キ
ャ
ベ
ツ
は
露
地
栽
培
だ
っ
た
が
、
花

卉
栽
培
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
必
要
に
な

る
。
花
弁
を
大
き
く
す
る
た
め
に
は
冬
期
の

温
度
維
持
が
欠
か
せ
な
い
。
鉄
骨
と
ビ
ニ
ー

ル
で
組
ま
れ
る
ハ
ウ
ス
を
一
棟
建
て
る
と
現

在
は
五
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
費
用
が
掛
か
る

が
、
そ
れ
で
も
昭
和
終
期
か
ら
平
成
初
頭
の

バ
ブ
ル
経
済
時
に
は
数
年
で
導
入
費
用
を
回

収
で
き
た
と
い
う
。
平
成
三
年
九
月
、
下
関

市
沿
岸
に
襲
来
し
た
台
風
一
七
号
の
被
害
は

甚
大
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
三
分
の
二
が

倒
壊
し
た
た
め
、
翌
四
年
に
国
庫
補
助
事
業

で
二
〇
年
は
も
つ
と
い
わ
れ
る
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
た
。
ガ
ラ
ス
製
の

ハ
ウ
ス
に
し
な
か
っ
た
の
は
、
台
風
被
害
に

あ
っ
た
と
き
ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
だ
と
い
う
。
現
在
、
重
油
ボ
イ
ラ

ー
に
よ
る
暖
房
代
は
年
間
一
〇
〇
万
円
近
く

掛
か
る
。

前
述
の
経
緯
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
出
荷
は
減
り
、

六
連
島
は
花
卉
栽
培
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
農
道
の
整
備
と
灌
漑
排
水

武島正文自治会長（左）と植村秀彰副会長。
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事
業
に
よ
り
、
最
盛
期
に
は
園
芸
農
家
が
四

〇
軒
ほ
ど
に
も
な
り
、
二
億
円
を
超
え
る
年

間
生
産
額
を
誇
っ
て
い
た
。
現
在
は
六
〇
〇

〇
万
円
ほ
ど
で
、主
な
品
目
は
ガ
ー
ベ
ラ
、ス

タ
ー
チ
ス
、
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
、
ヒ
マ
ワ
リ
、

キ
ク
な
ど
。
六
連
島
自
治
会
副
会
長
で
あ
り

前
園
芸
組
合
長
で
あ
る
植
村
秀
彰
さ
ん
（
六

九
歳
）
に
よ
る
と
、「
ガ
ー
ベ
ラ
は
平
成
一
二

年
か
ら
栽
培
し
て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
も

っ
と
も
多
く
出
荷
し
て
い
る
が
、
現
在
も
島

内
で
栽
培
し
て
い
る
の
は
自
分
と
中
林
憲
和

組
合
長
だ
け
。
二
四
、
五
種
類
を
周
年
で
出

荷
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
六
連
島
の
花
は
、

日
持
ち
が
よ
い
と
評
判
だ
と
い
う
。

花
卉
栽
培
と
出
荷
の
現
状

秀
彰
さ
ん
の
次
男
で
、
若
手
花
卉
農
家
の

植
村
恵
介
さ
ん
（
三
九
歳
）
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ユ
リ
を
主
に
栽
培
し
て

い
る
。
啓
介
さ
ん
は
国
の
事
業
で
農
業
研
修

を
受
け
、
一
四
年
前
に
新
規
就
農
者
と
し
て

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。
島
に
戻
っ
た
当
時
は
、
県

の
推
奨
で
ソ
リ
ダ
ゴ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
た

が
、
景
気
や
流
行
で
需
要
が
左
右
さ
れ
る
こ

と
や
、
連
作
障
害
が
起
こ
り
や
す
い
性
質
か

ら
、
現
在
ソ
リ
ダ
ゴ
は
栽
培
し
て
い
な
い
と

い
う
。
Ｕ
タ
ー
ン
時
、
新
規
投
資
な
し
で
中

古
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
九
棟
を
譲
り
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
現
在
で
は
必
要
経
費
の

上
昇
か
ら
新
規
就
農
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
語
る
。

恵
介
さ
ん
は
、
自
分
を
含
め
二
人
し
か
同

年
代
の
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
に
危
機
感
を

植村恵介さんは山口県離島青年推進員連絡協議会で農業部長も務める。

六連島園芸組合所有の花卉運搬船で出荷。
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年
に
エ
ン
ジ
ン
の
み
を
積
み
換
え
て
い
る
。

維
持
費
は
保
険
な
ど
を
含
め
て
年
間
一
五
〇

万
円
ほ
ど
で
、花
の
出
荷
だ
け
で
は
な
く
、肥

料
や
車
両
な
ど
も
運
搬
し
て
い
る
と
い
う
。

三
年
目
の「
六
連
の
日
」イ
ベ
ン
ト

「『
六
連
の
日
』イ
ベ
ン
ト
で
島
を
広
く
周
知

し
、
航
路
便
数
の
維
持
、
ひ
い
て
は
島
の
人

口
を
維
持
し
た
い
」
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
た
六
連
島
自
治
会
の
武
島
正
文
会
長
（
七

二
歳
）
は
語
る
。

「
六
」
が
「
連
」
な
る
六
月
六
日
を
「
六
連

の
日
」
と
し
て
（
一
社
）
日
本
記
念
日
協
会

に
登
録
し
た
の
は
令
和
三
年
五
月
六
日
。
離

島
振
興
を
担
う
下
関
市
企
画
課
の
西
村
主
事

の
提
案
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。
行
政

と
六
連
島
自
治
会
協
力
体
制
の
も
と
、
離
島

住
民
や
六
連
島
フ
ァ
ン
の
有
志
が
一
口
一
〇

〇
〇
円
、
計
一
五
万
円
を
集
め
て
登
録
費
用

に
あ
て
た
。

「
六
連
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
三
回
目
。

初
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
島
内
住
民
の
み
、
二
年

目
は
口
コ
ミ
で
集
ま
っ
た
六
〇
人
ほ
ど
だ
っ

た
。
三
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
広
く
情
報
発

信
で
き
、百
人
を
超
え
る
応
募
者
が
あ
り
、定

員
が
限
ら
れ
て
い
る
市
営
定
期
船
の
臨
時
便

が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
は

渡
船
代
の
往
復
七
一
〇
円
を
除
き
無
料
で
、

イ
ベ
ン
ト
経
費
は
自
治
会
費
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
交
流
会
で
は
、
県
漁
協

六
連
島
支
店
の
婦
人
部
が
加
工
調
理
し
た
ヒ

ジ
キ
ご
飯
、
島
内
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ

た
コ
ロ
ッ
ケ
が
参
加
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
自
治
会
が
「
六
連
島
の
一
次
産

業
体
験
」、
関
門
海
峡
日
本
遺
産
協
議
会
（
事

務
局
：
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
）
が
「
＃

関
門
の
す
た
る
じ
っ
く
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
ク
in

六
連
島
」
の
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
参
加

者
は
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
、
島
の
生
業
を
見

学
・
体
験
し
、
名
所
な
ど
を
め
ぐ
っ
た
。

一
次
産
業
体
験
で
は
、
今
回
初
め
て
漁
業

見
学
が
組
み
込
ま
れ
、
参
加
者
は
救
命
胴
衣

覚
え
る
。
島
内
に
は
恵
介
さ
ん
の
子
ど
も
四

人
を
含
め
、
小
中
学
生
が
六
人
、
未
就
学
児

が
一
人
い
る
も
の
の
、
小
学
校
は
昭
和
四
五

年
に
閉
校
、
小
学
校
跡
地
に
建
設
し
た
保
育

園
も
近
年
閉
園
し
た
。
周
囲
の
農
家
で
は
子

ど
も
た
ち
に
家
業
を
継
が
せ
な
い
大
き
な
流

れ
が
あ
る
よ
う
だ
。

「
農
地
は
空
い
て
い
る
の
で
、
今
回
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
島
を
訪
れ
、
農
業
を
し
た
い
と

い
う
人
が
出
て
く
れ
ば
い
い
が
」
と
恵
介
さ

ん
は
話
す
。

花
卉
は
栽
培
者
単
位
で
六
連
島
園
芸
組
合

が
所
有
し
て
い
る
花
卉
運
搬
船
に
積
み
込
み
、

出
荷
す
る
。
週
二
回
、
競
り
の
前
日
で
あ
る

木
曜
と
日
曜
に
、
市
内
の
南は

風え

泊ど
ま
り

港
と
北
九

州
の
日ひ

あ

明が
り

港
に
陸
揚
げ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
下
関

合
同
花
卉
地
方
卸
売
市
場
と
北
九
州
花
市
場

（
福
岡
県
花
卉
園
芸
農
協
地
方
卸
売
市
場
）
に
業
者

が
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
す
る
。
花
は
、
各
市
場

で
出
荷
者
個
人
名
義
で
競
り
に
か
け
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
花
卉
運
搬
船
は
平
成
七
年
に

国・県・市
の
補
助
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
、
後
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を
着
け
て
漁
船
に
乗
り
、
島
一
周
ク
ル
ー
ズ

の
途
中
で
、
小
型
定
置
網
を
引
き
上
げ
る
様

子
を
洋
上
か
ら
観
覧
し
た
。
定
置
網
の
普
段

の
漁
獲
は
ア
ジ
な
ど
だ
。
六
連
八
幡
宮
の
絵

馬
に
は
、
明
治
期
の
定
置
網
漁
の
様
子
が
描

か
れ
て
お
り
、
当
時
の
漁
業
形
態
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

つ
づ
い
て
参
加
者
は
数
班
に
分
か
れ
て
台

地
上
の
畑
に
向
か
い
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植

え
を
体
験
し
た
。

フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
六
連
島
灯
台
や

国
指
定
天
然
記
念
物
の
雲
母
玄
武
岩
、
ガ
ー

ベ
ラ
ハ
ウ
ス
、
海
岸
の
洞
窟
な
ど
を
訪
ね
た
。

下
関
市
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
会
社
「
＋

ｉ
ｓ
ｍ
（
プ
ラ
ス
イ
ズ
ム
）」
の
代
表
を
務
め
る

岡
崎
信
和
さ
ん
（
四
三
歳
）
は
、市
の
離
島
振

興
事
業
「
気
に
な
る
島
！
応
援
事
業
」
を
令

和
二
年
度
ま
で
会
社
で
受
託
し
て
い
た
。
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
内
で
も
、
サ
ツ
マ
イ
モ
「
紅

あ
ず
ま
」
の
苗
植
え
を
、
前
出
の
目
黒
一
彦

さ
ん
と
と
も
に
参
加
者
に
指
導
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
島
内
で
採
れ
る
タ
マ
ネ
ギ
を
、

市
内
の
産
直
マ
ル
シ
ェ
「
あ
や
さ
い
」（
豊
北

町
）
や
飲
食
店
「
居
酒
Ｂ
Ａ
Ｒ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

（
長
府
中
之
町
）
を
通
し
て
認
知
を
高
め
よ
う

と
し
て
い
る
岡
崎
さ
ん
は
、「
本
土
側
の
事
業

者
に
卸
す
に
あ
た
っ
て
は
、
経
営
者
に
島
に

来
て
も
ら
い
、
島
の
人
と
畑
仕
事
を
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
島
の
魅
力
や
産
品

を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
語
れ
る
く
ら
い
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
岡
崎
さ
ん
に
よ
る

と
、
六
連
島
の
タ
マ
ネ
ギ
は
糖
度
が
一
三
・

三
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

「
灯
台
の
な
か
っ
た
幕
末
時
代
、近
海
は『
ダ

ー
ク
シ
ー
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
当
時
、

水
先
案
内
役
を
果
た
し
た『
交
流
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
』

が
残
っ
て
い
る
の
か
、
六
連
島
の
方
は
島
外

の
人
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
」
と
岡

崎
さ
ん
は
語
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
島
の
土
産
品
と

し
て
、
婦
人
部
が
島
産
の
「
天
然
干
し
ヒ
ジ

キ
」
を
販
売
し
て
い
た
。
島
で
は
昭
和
四
〇

年
代
か
ら
二
〇
年
間
ほ
ど
ノ
リ
養
殖
が
営
ま

れ
、
本
土
側
工
場
で
加
工
し
て
い
た
が
、
現

在
は
生
産
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
六
連
島
は

ア
ル
コ
ー
ル
に
漬
け
た
「
び
ん
詰
め
ウ
ニ
」

発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ウ
ニ

が
不
漁
で
現
在
は
製
造
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天

然
ヒ
ジ
キ
な
ど
が
現
在
の
名
産
品
と
な
っ
て

い
る
。

イベント参加者にサツマイモの苗植えを指導する岡崎信和さん（左）。
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診
療
も
な
く
な
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
週
に

一
度
あ
る
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
商
店

や
宿
泊
施
設
も
な
く
、
無
線
電
話
の
基
地
局

は
あ
る
が
光
フ
ァ
イ
バ
は
敷
設
さ
れ
て
お
ら

ず
、
生
活
環
境
面
で
の
条
件
不
利
は
否
め
な

い
。
改
正
離
島
振
興
法
に
も
と
づ
く
支
援
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
活
用
し
、
環
境
整
備
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

一
方
、
六
連
島
灯
台
（
明
治
四
年
建
造
）
が

角
島
灯
台
（
同
九
年
建
造
）
と
と
も
に
、
国
内

初
の
現
役
灯
台
と
し
て
令
和
二
年
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
注
目
を
集

め
て
い
る
。

六
連
島
は
、
大
規
模
な
人
口
を
抱
え
る
下

関
、
北
九
州
の
両
都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
、
人
や
物
の
往
来
が
比
較
的
容
易
だ
と

い
う
地
理
的
特
性
が
あ
る
。
島
の
風
土
が
は

ぐ
く
む
花
卉
や
タ
マ
ネ
ギ
ほ
か
特
産
品
を
さ

ら
に
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
開
催
で
新

た
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
な
ど
、
関
係
人
口

の
拡
大
に
期
待
し
た
い
。�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

�

（
奥
村
・
三
木
）

島
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

今
年
の
「
六
連
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
を
主
に

運
営
し
た
の
は
、
沖
縄
県
名
護
市
出
身
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
宮
城
宏
明
さ
ん
（
二

七
歳
）
だ
。
下
関
市
立
大
学
で
離
島
振
興
と

財
政
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
宮
城
さ
ん
は
、

六
連
島
を
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
し
て
い

な
か
っ
た
も
の
の
、
当
時
か
ら
草
刈
り
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
足
し
げ
く
島
に
通

っ
て
い
た
。
卒
業
後
、
一
度
は
県
外
で
就
職

し
た
が
、
長
崎
県
の
五
島
で
一
棟
貸
し
の
宿

を
運
営
し
て
い
る
大
学
の
先
輩
に
影
響
を
受

け
、
離
島
で
の
活
動
を
決
心
。
ち
ょ
う
ど
下

関
市
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
て

お
り
、
応
募
し
た
と
こ
ろ
市
か
ら
六
連
島
初

の
隊
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。

「
現
在
は
定
置
網
漁
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

整
備
、
出
荷
作
業
な
ど
、
力
仕
事
全
般
の
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
」

宮
城
さ
ん
の
協
力
隊
員
と
し
て
の
任
期
は

令
和
六
年
七
月
末
ま
で
。「
来
年
の
六
月
六
日

に
も
『
六
連
の
日
』
を
力
を
入
れ
て
開
催
し

た
い
。
任
期
後
の
明
確
な
生
計
ビ
ジ
ョ
ン
は

見
え
て
い
な
い
も
の
の
、
六
連
島
と
島
外
を

つ
な
げ
る
組
織
づ
く
り
に
挑
み
た
い
」
と
抱

負
を
語
る
。

●

六
連
島
に
は
診
療
所
が
な
く
、
ま
た
巡
回

イベントを運営する地域おこし協力隊員の宮城宏明さん。


